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式（１）に示すように２分子のアセチレンを先にカップリングさせ、メタラシク

ロペンタジエンを合成して、最後にニトリルを反応させる方法がこれまで知られて

いた。　従来のコバルトなどを用いたピリジン合成はこの手法である。しかしなが

らこの手法でピリジンを合成すると２つの異なるアセチレンを用いた場合、基本的

には２つのピリジン異性体が生成することになり、この手法の大きな欠点となって

いる。本研究では有用な置換ピリジンをアザジルコナシクロペンタジエンとアセチ

レン類との反応により合成するというこれまで報告されていない方法を試みたとこ

ろうまくカップリングさせることができ、選択的にピリジンをつくりわけることに

成功した。
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式（３）に示すようにジルコノセンと１分子のアセチレン、１分子のニトリルを

反応させ、アザジルコナシクロペンタジエンを選択的に合成し、式（４）に示すよ

うに、
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ニッケル錯体へのトランスメタル化を利用して２分子目のアセチレンを反応させ

た。この反応で、２つの異なるアセチレン、ニトリルの順番を完全に制御できるた

め、従来にない安定した選択性が得られること、さらに、この手法では分子間カッ

プリング反応で選択性を発現している点に大きな特徴がある。

この反応以外に数多くの新規反応を開発しているが、学会発表、あるいは論文、




